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1. 諸 言 
 
我が国では、大麻は「大麻取締法」により厳しい法規制を受けている。その
理由は、主成分の１つのテトラヒドロカンナビノール (THC) が幻覚を主とする
向精神作用を有し乱用されるためである。大麻中には THCを含めたカンナビノ
イド (cannabinoids)と総称される特異成分が、物理化学的変換物も含めると現在
までに 100 種以上報告されている 1-3)。これらを、特にフィトカンナビノイド 
(phytocannabinoids) という（図 1）。一方、大麻草由来ではなく、化学的に合成
された大麻成分類似構造を有するものは、合成カンナビノイドと総称される。
この他、1990~1995 年にかけてカンナビノイド受容体 (CB1および CB2受容体)、
さらにこれらの内因性リガンドとして、アナンダミド（anandamide）および 2-
アラキドノイルグリセロール（2-AG）が相次いで発見され 4-8)、これら生体内物
質は内因性カンナビノイド (endocannabinoids)と呼ばれる。当初、カンナビノイ
ドという呼称はMechoulamらにより提唱され（表 1）、THCと基本骨格が類似
した一連の化学物質に用いられてきた。しかし、THC とは基本構造が異なる化
合物中にも CB 受容体に結合し、THC 様作用を示すものが知られるようになっ
た 9~17)。 
2005 年以降、我が国でもこれら CB 受容体アゴニストの一部をハーブ製品に
添加した違法ドラッグが流通し、健康被害や摂取に起因した交通事故等が多発
して大きな社会問題となり、法整備や取締強化の対策が施行された。また、こ
れら THC とは基本構造が異なる CB 受容体アゴニストについても、合成カンナ
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ビノイドという呼称が一般的に使用されるようになった。従って、カンナビノ
イドという呼称は、その化学構造には関係なく、CB受容体に結合し、何らかの
生物活性を発現する化学物質の総称として現在用いられている。表 1 にカンナ
ビノイドに関連した用語の定義と説明を纏める。 
 本総説では、合成カンナビノイドの法規制と乱用の経緯について概説する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 主要なフィトカンナビノイドの構造 
 
  表 1 カンナビノイドの定義と呼称 
カンナビノイド  (cannabinoids): We propose “the term cannabinoids for their 
analogs of C21-compounds typical of and present in Cannabis sativa, as well as for their 
analogs and transformed products.”  Mechoulam R. and Gaoni Y., Recent advances in 
the chemistry of hashish, Fortschr. Chem. Org. Naturst., 25, 175-213 (1967). 
フィトカンナビノイド (phytocannabinoids): 大麻草に含まれるTHC類似構造を有
する特異成分；THC、カンナビジオール、カンナビノール、カンナビクロメン、
カンナビゲロールなど（図 1） 
クラシカルカンナビノイド (classical cannabinoids): THCと類似の構造を有する化
学的に合成された物質；ナビロン、レボナントラドール、HU-210など（図 2A） 
非クラシカルカンナビノイド (nonclassical cannabinoids): THC とは構造が類似し
ない化学的に合成された物質；CP-55,940、APINACA 、WIN-55,212-2、など（図 
2B） 
合成カンナビノイド (synthetic cannabinoids): CB 受容体に結合し生物活性を発現
する化学的に合成された物質（クラシカルカンナビノイドおよび非クラシカルカ
ンナビノイドが含まれる）  
内因性カンナビノイド (endocannabinoids): CB 受容体に結合し生物活性を発現す
る生体成分；アナンダミド、2-AGなど（図 2C） 
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図 2 代表的なクラシカルカンナビノイド (A)、非クラシカルカンナビノイド 
(B)および内因性カンナビノイド (C) 
 
 
2. 乱用薬物としての合成カンナビノイド 
 
 合成カンナビノイドに関する初期の化学的研究としては、1930~1940年代にか
けて、米国の Adams らおよび英国の Todds らの両研究グループにより、数多く
の THC 関連化合物が報告されている 18~25)。これらは THC の構造解明過程での
中間体や構造活性相関の研究材料として合成されたものであり、いずれも THC
類似の基本骨格を有する誘導体である。 1964年にMechoulamら 26) により THC
の構造が明確となった以降にも、1970~1980 年にかけて N 原子を含めたヘテロ
原子を含む多数のクラシカルカンナビノイドが合成され、構造活性相関が検討
された 27~34)。これらの中には、THCよりも生物活性のより強いものも数多く含
まれていた。また、THCよりも生物活性の強い二環性（CP-55,940など）および
三環性（レボナントラドールなど）の誘導体が合成され 35,36)、1980 年代後半に
は、これら活性のより強い誘導体の放射性標識化合物をリガンドとして用いた
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研究により、動物の体内にカンナビノイド受容体が存在することが明確となっ
た 37~40)。 
その後、諸言にも記載したように、オーファン受容体の一つがカンナビノイ
ド受容体であることが偶然にも見いだされ、アナンダミドや 2-AGなどの内因性
リガンドが相次いで発見された。さらに、受容体機能を解明するために多くの
アゴニストやアンタゴニストが開発された 41-46)。このように、20 世紀中に膨大
な数の合成カンナビノイドが報告された。しかしながら、これら合成カンナビ
ノイドが乱用されることは全くなかった。その要因としては、特に非クラシカ
ルカンナビノイドは合成経路が多段階にわたり複雑であり、しかも特殊な化合
物を出発原料とすることから、一部の化学合成の専門家にしか合成できないも
のが多かったためと考えられる。 
 21 世紀に入り、ソーシャルネットワーキングサービス網が急速に拡大し、違
法薬物や薬物乱用に関する情報が瞬時に世界中に拡散する時代を迎え、薬物乱
用の事犯はより複雑多岐、かつ巧妙になった。2000年代初期には、EU諸国を中
心としてスパイス (Spice) と商標されたハーブ製品が出現し、短期間で世界中
に広まった 47,48)。スパイス製品を乱用した体験談から、作用は大麻に類似して
おり、ハーブ製品中にカンナビノイド類似の向精神作用物質が添加されている
ものと推察された。また、中毒患者の症状は、マリフアナの過量吸煙時に見ら
れるものと極似していたものの、患者の体液中からは、THC あるいはその代謝
物は全く検出されなかった。EU諸国の研究機関において、乱用薬物の正体を突
き止めるべく成分分析が精力的に行われたが、活性成分の特定は容易ではなく、
難航を極めた。 
その後、2009 年になり、ドイツの研究機関がスパイス製品中に合成カンナビ
ノイドの一つであるナフトイルインドール誘導体、JWH-018 および二環性誘導
体、CP-47,497（カンナビシクロヘキサノールの側鎖がジメチルヘプチル基のも
の）が含まれることを突き止めた 49)。また、ほぼ同時期に我が国でも、国立医
薬品食品衛生研究所のグループが、ネットで流通していたハーブ製品中から同
じ成分を検出した 50)。JWH-018は、WIN-55,212-2の部分構造から導かれた化合
物であり、クラシカルカンナビノイドに比較して原料調達や合成方法が極めて
容易である。しかも JWH化合物は、同様な方法で数多くの誘導体が合成可能で
あることから、主にアジア圏を供給源として世界中に乱用が拡大した。 
著者は、「Spice Silver」による Yahoo でのウェブ検索において、2012年 2月に
最多の 100,700,000件のサイトを確認している（2017年 2月では 32,000,000件）。 
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3. 大麻取締法 
 
 大麻取締法の第一条では、規制対象となるものの定義として、「大麻草（カン
ナビス・サティバ・エル）及びその製品をいう。ただし、大麻草の成熟した茎
及びその製品（樹脂を除く）並びに大麻草の種子及びその製品を除く」と定め
ている。従って、大麻取締法の規制対象となる化学物質は、いわゆるフィトカ
ンナビノイドである。 従って、大麻草から抽出し、精製・単離した純品の
Δ9-THC は、大麻取締法の規制対象である。一方、Δ9-THC は化学的合成法が確
立されており 51~55)、化学合成で得られる Δ9-THC（合成カンナビノイド）は、大
麻取締法ではなく、後述する「麻薬及び向精神薬取締法」規制対象の麻薬とな
り、法規制が異なる。 
 
 
 
4. 指定薬物制度 
 
 2006年に旧薬事法（現 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保
等に関する法律、医薬品医療機器等法と略す）が大幅に改正され、2007 年 4 月
より、違法ドラッグの取締強化を目的とした「指定薬物制度」が施行された。
これはインターネットやアダルトショップで販売されている違法ドラッグによ
る健康被害が頻発し、これらの乱用防止が喫緊の課題となったためである。違
法薬物の中には、麻薬類似の作用を有する成分が含有されており、乱用による
健康被害に加えて、覚せい剤や麻薬の乱用のゲートウェイとなることが危惧さ
れた。指定薬物制度は、我が国で流通が確認された違法薬物の中から、「中枢神
経系の興奮もしくは抑制又は幻覚の作用を有する蓋然性、かつヒトの体に使用
された場合に保健衛生上の危害が発生する恐れのある物」に該当するものを厚
生労働大臣が法規制する制度である。法施行当初は、31 物質が指定対象となっ
たが 56,57)、その中には合成カンナビノイドは全く含まれていなかった。2007年
の法施行後、最初に指定された薬物の多くは、アダルトショップやネットのウ
ェブサイトからはほとんどなくなり、法規制の当初の目的は達成された。とこ
ろが、その後、2.項で述べたように、合成カンナビノイドが添加されたハーブ製
品の乱用が急速に拡大した 58)。さらに、特定の化学物質が法規制されれば、構
造の一部を修飾した新たな未規制化学物質が闇市場に流通する悪循環が続いた。 
合成カンナビノイドとしては、2009 年に初めて 3 種（JWH-018、JWH-073 お
よびカンナビシクロヘキサノール、現在は麻薬に指定）が指定薬物に指定され
た。それ以降、急速な乱用の拡大したことから、2013 年にはナフトイルインド
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ールを基本骨格とする 775 種の合成カンナビノイドが薬物の法規制では初めて
となる「包括指定」の対象となった（図 3）。これらの多くは、いずれも CB1受
容体のアゴニストであり、THC よりも受容体親和性がより強く、薬理・毒性も
極めて強力な化合物である 12,14,16.17)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図 3 包括指定された合成カンナビノイドの構造の概略 
 
これまでの指定薬物の変遷を表 2に示す。2016年 12月末において、指定薬物
として指定された合成カンナビノイドは 884 種に上り、そのうち 8 種は麻薬に
指定されている。 
 
 
表 2 指定薬物の年度別指定状況と合成カンナビノイドの指定数 
年   度 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 総計 
個 別 指 定 薬 物 36 6 6 5 18 34 51 68 71 33 328 
個別指定合成カンナビノイド 0 0 3 2 13 21 5 40 14 11 109 
麻薬移行合成カンナビノイド 0 0 0 0 0 4 3 1 0 0 8*** 
包 括 指 定       775*  
495** 
  827** 2097 
年度末指定薬物総数 33 39 45 50 68 98 1362 1437 2327 2356  
*合成カンナビノイド (3 物質麻薬移行)  **カチノン系薬物   ***合成カンナビノイド以外は 18 物質が麻薬
移行（警察庁刑事局組織犯罪対策部、薬物銃器対策課資料による） 
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5. 危険ドラッグ 
 
ナフトイルインドール誘導体の包括指定後も、その他の合成カンナビノイド
の乱用は拡大した。また、覚せい剤類似構造を有するカチノン系薬物が包括指
定の対象となった（表 2）。 2014 年には合成カンナビノイドを含めた違法薬物
の使用が疑われる健康被害、特に交通事故などによる死亡事案が急増した（2014
年の死亡者は、112名に上る、図 4）。これを受けて、2014年 7月に厚生労働省
と警察庁は、違法ドラッグ、脱法ハーブ、合法ドラッグなど様々な名称で呼ば
れ流通していたものの危険性を周知することを目的として、これらの呼称を「危
険ドラッグ」に統一した。さらに、2014 年 8 月には、危険ドラッグ販売店対策
として、医薬品医療機器法に基づく「検査命令および販売停止命令の実施」、同
年 12 月には、ネット販売対策として、「議員立法による法改正を活用したイン
ターネット対策の強化」、2015年 2月には、輸入水際対策として、危険ドラッグ
輸入業者に対する「検査命令の発動および輸入差し止め」などの施策を次々と
実施した。 
 
 
図 4 危険ドラッグの使用が原因と疑われる死亡者数の推移 
    2012および 2013年は年間、2014年は月別、2015および 2016年は 
上半期(1-6月)および下半期 (7-12月)にそれぞれ分けて記載。 
（警察庁刑事局組織犯罪対策部、薬物銃器対策課資料による） 
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その結果、2014 年 3 月には、全国で 215 店舗が確認されていた危険ドラッグ
販売店舗数は、2015年 7月には実質 0までに減少した。また、危険薬物関連の
死亡者数も激減し、2012 年 8 人、2013 年 9 人、2014 年 112 人から、2015 年上
半期 7人、下半期 4人、2016年上半期 2人となった（図 4）。 
表 3 には、危険ドラッグに関連した法令別の検挙者数の年度別状況を示す。
2014~2015年の取締強化による検挙者数の急増が見て取れる。 
 
 
表 3 危険ドラッグに係る適用法令別検挙状況 
年   度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 
指定薬物制度・医薬品医療機器等法 6 57 37 492 960 379 
麻薬及び向精神薬取締法 0 26 89 98 148 74 
交通関係法令違反 0 19 40 160 36 3 
その他法令違反* 0 10 10 90 52 17 
合 計（人 数） 6 112 176 840 1196 473 
（警察庁刑事局組織犯罪対策本部、薬物銃器対策課資料より） 
＊指定薬物以外の医薬品医療機器等法、関税法、麻薬特例法などの違反 
 
 
 
 
6. 麻薬指定の合成カンナビノイド 
 
 現在、Δ9-THCを含めた 9種のクラシカルカンナビノイドが麻薬指定されてい
る（図 5）。この中で、Δ9-THC、Δ8-THC および Δ9,11-THC については、CB 受容
体結合能も含めて薬理毒性が精査されており、前 2 者は幻覚作用などの強力な
向精神作用を有することが明らかとなっている。一方、Δ9,11-THC は受容体結合
能も低く、一般には不活性な THC 異性体であると考えられている  59-61)。
Δ6a,10a-THC、シンヘキシル （Synhexylまたは Pyrahexyl）およびジメチルヘプチ
ルピラン（DMHP）は、1940 年代にすでに活性な化合物であることが知られて
いる。当時、THC の構造が明確でない中、Δ6a,10a-THC は THC 様作用の標準化
合物として用いられていた 62-64)。また、Δ6a,7-THC、Δ7-THC および Δ10,10a-THC
は、麻薬指定されているが、合成法や予備的な薬理活性の報告はあるものの 65-70)、
薬理・毒性の詳細は明確ではない。さらに、Δ6a,10a-THCを含めた 4種の THC異
性体は、11 位メチル基の立体配置を異にする立体異性体が存在し、異性体間で
の生物活性の相違が予測されることから、薬理・毒性の精査が必要であろう。 
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 この他にも、麻薬指定されている合成カンナビノイドとしては、指定薬物に
指定された後、依存性や強い毒性が明確となり、麻薬に格上げされた 8 種の非
クラシカルカンナビノイドが知られている（図 6）。 
 
図 5 麻薬指定のクラシカルカンナビノイド 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 6 麻薬指定の非クラシカルカンナビノイド 
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7. 総 括 
 
 危険ドラッグとしての合成カンナビノイドの法規制と近年の乱用状況を概説
した。2007 年以降の急速な乱用拡大を受けて、我が国では国を挙げての法規制
や取締の強化が功を奏し、2015 年を境に乱用は鎮静化した。その結果、合成カ
ンナビノイドを含めた危険ドラッグの営業店舗はなくなったとされる。しかし
ながら、大麻を含めた薬物乱用のすそ野は拡大したままであり、薬物乱用防止
の取り組みは継続すべき課題には変わりない。 
世界中に違法薬物や危険ドラッグを販売する闇市場や闇ウェブサイトは、現
在も数多く存在する。これらは、個人として容易にアクセスし違法ドラッグが
入手できるようになっており、免責事項として利用者自身が法律の遵守に責任
を負うことが求められている。危険ドラッグ以外にも、悪質なネット販売業者
による医薬品の違法なネット販売も増加することが危惧されている。 
薬剤師法には、「薬事衛生をつかさどり国民の健康な生活を確保する」という
薬剤師としての任務が定められている。したがって、人々に違法薬物や危険ド
ラッグに関する適切な情報を提供し、薬物乱用防止についての啓蒙や指導をす
ることも薬剤師の重要な責務である。 
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